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総合資源エネルギー調査会 省エネルギー・新エネルギー分科会 

省エネルギー小委員会電気冷蔵庫等判断基準ワーキンググループの開催について

（案） 

 

１．趣旨及び審議事項 

エネルギーの使用の合理化等に関する法律（省エネ法）に「トップランナー方式」

が導入されてから１６年が経過し、電気冷蔵庫及び電気冷凍庫（以下「電気冷蔵庫

等」という。）が平成２２年度（平成２２年４月１日～平成２３年３月３１日）に

目標年度を迎えた。これを受け、省エネ法第８７条第１３項の規定に基づき、これ

らの機器の製造事業者及び輸入事業者に対しエネルギー消費効率等の報告を求め

ると共に、その報告内容について精査し、達成状況等についての評価を行ったとこ

ろである。 

また、国際整合化の観点から、ＪＩＳ Ｃ ９８０１「家庭用電気冷蔵庫及び電気

冷凍庫の特性及び試験方法」に規定された日本での使用実態に合った消費電力量試

験方法について、日本から国際規格のＩＥＣに提案し、当該内容が盛り込まれた国

際規格が新たに発行された。本国際規格に基づきＪＩＳ Ｃ ９８０１を改正するこ

とにより、より精度が高い表示値を示すことができると共に、統一された消費電力

量測定方法に従って省エネ技術や省エネ製品を世界に普及拡大させていくことが

可能となる。 

こうした状況を踏まえ、対象範囲及び測定方法の見直しや新たな目標基準値の策

定について検討を行うべく、「電気冷蔵庫等判断基準ワーキンググループ」を開催

することとする。 

 

２．委員構成 

電気冷蔵庫等判断基準ワーキンググループの委員構成については、学識経験者、

消費者団体等により構成する。なお、ワーキンググループ座長及びワーキンググル

ープに属すべき委員は、委員長が指名する。 

 

３．本ワーキンググループの当面のスケジュールについて  

・平成２７年４月に第１回を開催（対象範囲及び測定方法）。  

・平成２７年度６月～７月に第２回を開催予定（目標年度、区分、目標基準値、表

示事項等）。  


